
 

 

                
【重点目標】めざす生徒の姿 

・学ぶ楽しさを「自ら学ぶ力」につなげ、目標を 
立てて学習に取り組む生徒 

・日宇中ＰＲＩＤＥを自覚し、やるべきことに、 
我慢強く、最後まで取り組む生徒 

・みんながリーダー・みんながフォロワーとしてより良い学校・学 
級づくりに取り組む生徒 

・自らの進化・成長に向け、「いのち」を輝かせて諸活動に取り組む 
生徒 

○日宇中ホームページアドレス 

http://www.city.sasebo.ed.jp/jh-hiu/ 
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自分の可能性を信じ、「勇気」と「希望」をもっ
て仲間とともに進み出してほしいと思います。生徒
一人ひとりが自分の夢や目標に向けて、花開くこと
を願っています。 
 
令和３年度生徒会スローガン発表 
 去る４月６日（火）の「前期始業式」の後に、生徒
会長の益田くんから「令和３年度生徒会スローガン」
の発表がありました。 
 
 
 
 
 

設定理由として、「服装、時間、規律を守るの３
つの目標を立て、最後までやり抜く意志を表してい
る。これらを達成して、日宇中生であることに誇り
をもって過ごしてほしいという想いを込めている」
という説明がなされました。自分たちの課題やある
べき姿に向けて、みんなが本気になって、自分事と
して取り組んでいくことで、大きな進化・成長につ
ながっていくことを期待しています。 
 
 

 いよいよ動き出します～一歩ずつ着実に～ 
入学式を終え、新入生１８９名を含めた「日宇中オールメンバー」が揃いました。 
今週から、各学年とも学年集会の開催や学級組織決め等、一歩ずつ動き出しま

す。１年生にとっては、毎日が驚きと発見の連続だと思いますが、日宇中での生活に
早く慣れ、それぞれの目標に向けて一歩ずつ進み出してほしいと思います。 

 
令和３年度入学式から 
 ４月 7 日（水）、「令和３年度入学式」を挙行いた
しました。コロナ禍の入学式となり、ご来賓や２・
３年生全員の列席は叶いませんでしたが、「新入生
を温かく迎えようという想い」は、式場や新入生の
教室に溢れていました。 
 新入生の入学許可の後、私（校長）から式辞の中
で、新入生に向け、次の３つの言葉を贈りました。 
なお、『共に前へ』『考動』は、始業式でも話をして
います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

共に前へ 
～昨日までの自分（自分達）を超える～ 

 

 
思っています。しかし、時には前に進めない日もある 
と思います。後ろに下がってしまう日もあるでしょ
う。一生懸命に努力を続けていれば、いつかは必ず、
「これまでになかった自分」「ひとまわり成長した自
分」に出会えると思います。皆さんの「輝く姿」を楽
しみにしています。 
 
〇考動 
『考動』とは、字のごとく「考えて動く」です。 

これは、「前期」に、特に意識してほしい言葉です。 
「考える」とは、これまでの経験（失敗を含めた経験）
や自分が気づいたこと・感じたことをもとに、「必要
なことは何か」「何をすればいいのか」を考えること
であり、「考えた」だけに終わらせず、目標の達成に
向けて、自ら主体的・積極的に実践していくことです。 
前期は、日常の「学習面」や「生活面」はもとより、
「生徒会活動」、「部活動」「学校行事」等で、この『考
動（考えて動くこと）』を発揮できる場面がたくさん
あります。また、個々のふれあいや関わりの中でも、
この『考動』を意識し、相手への気持ちを考えたり、
小さなことにも心を配れるようになってほしいと思
います。個人として・集団として「よりよくなるため
に」「伸びていく・成長していくために」、一人ひとり
が考え・行動していくことで、「実りある前期」にし
ていきましょう。 
 

【令和３年度生徒会スローガン】 
 

『初志貫徹～誇れる日宇中を目指して～』 

 

 
〇高い志を持つ 
『立志は万事の根源なり』これは明治維新の際に優

れた人材を数多く生み出した「吉田松陰」の言葉です。 
「志」は、人が行動するための基盤となるものです。
「自分はこういう人生を歩みたい」、「自分の生き方は
こうありたい」という心の持ち方こそ「志」であり、
その実現に向けて努力しているとき、生きがいを強く
感じるものです。志が決まれば、その実現のために、
今、何を、どのような方法でやらなければならないか
が見えてきます。つまり、夢を持ち目標を立てること
からすべてが始まるということです。夢や目標なくし
て、本校での三年間は、充実したものにはなりません。 
自分の「夢」や「目標」を明確に持ち、自ら求め、そ
の実現に向けて直向きに取り組んでいくことを期待し
ています。 
 
〇共に前へ 

これは、今年度の日宇中の合言葉・キーワードです。 
「共に前へ」昨日までの自分、あるいは自分たちを超
えてほしいと願っています。また、この中学校で、色
んなことに挑戦してほしいと思います。もちろん中学
校では、勉強、学習がもっとも大切です。小学校と比
べ、教科の数も増えます。さらに内容も格段に難しく
なります。毎日の授業に集中して、家庭学習も計画的
にやっておかないと、ついていけないということにも
なりますので、継続した努力が大切です。また、中学
校には勉強だけでなく、君たちがとても楽しみにして
いる部活動や生徒会活動、各行事等もあり、多くの先
輩たちが「日宇中ＰＲＩＤＥ」を意識し、「あるべき自
分・自分たちの姿」を考え、色んなことにチャレンジ
をしています。皆さんの今の心境は、期待とともに不
安もあるかと思いますが、日宇中のみんなが、君たち
を応援しています。日宇中学校には５０名の先生方が
います。君たちには３９０人の先輩がいます。そして、
今日集まった１８９名の同級生・仲間がいます。先生
たちが示す方向に向かって、先輩たちのうしろ姿を見
ながら、仲間と協力して、「共に前へ」進んでほしいと 


